
６年 国語科学習指導案 

授業者  柴田 将弥 

１．単元名 「 私が見る世界-読書生活を考える-」「 「 くまとやまねこ』 作：湯本香樹実 他 6作品） 

 

２．単元の目標 

 ○「 くまとやまねこ』 魅力を考えたり、作品 テーマを見出したりすることで、多様なも  見方

を感じることや、自分 背中を押してくれる言葉を見付けることで読書 意義に気付く。 

〔知識及び技能(3)オ〕 

 〇 くまとやまねこ』を異なる視点で味わった友達と 魅力」について語り合うことで、感じ方 違

いに気付いたり、互い 考え よさを認めたりする。  〔思考力、表現力、判断力等 C「(1)カ〕 

○「 くまとやまねこ』 登場人物 変容 背景に迫るために、叙述に着目して想像したり複数 作品

を読んで共通点を見出したりして、自分 考える 作品 魅力」をまとめる。 

〔思考力、表現力、判断力等 C「(1)オ〕 

 ○自分 追究したいことに対して目的をもって作品を読むことで、作品 もつおもしろさや、言葉 

もつ力を味わい、これから 読書生活に生かそうとする。    〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

３．子どもと教材 

子どもを取り巻く言語環境は変化している。これまで社会的課題として「 活字離れ」が危惧されてき

た。しかし実際は、単に活字を目にする機会が減少しているというより、様々な媒体 普及により言語

にふれる個人 選択肢が増え、複雑化してきていると言えるだろう。本学級 子どもにおいてもこ 実

態は顕著である。学校生活において休み時間等に本を手に取る子どもはほとんどいない。朝読書 時間

 ためにお気に入り 本を持ち込んでいる子どもは 32 名在籍 本学級で 7 名 みである。一方で、５

月に子どもに対して実態調査を取った際 物語を味わうことは好きか 小説、絵本、漫画等は問わない）」

という問いに対して 26名 子どもが 好き」と回答している。また どんなも で物語を味わいますか

 自由回答）」という質問に対しては TV」 小説 新書含む）」 漫画」 ネット小説」 オーディオブッ

ク」 映像配信サービス」など、実に多様な媒体が挙げられた。ここから、言葉を視覚と聴覚とで複合的

且つ複雑化して入力していることが分かる。また、ふれている文章 質も文学的に精査されたも から、

個人レベルで発信できるも まで実に多様なも である。媒体によって与えられている情報量も異なる

だろう。活字 みで得られる情報をもとに想像を膨らめている子どももいれば、読み手 感性が反映し

た音声で味わっている場合もあり、更にはそ 世界観が作り手 解釈によって映像となって映し出され

たも を受け取っている子どももいる。そ 違いによって  言葉』 背景にあるも を想像する」とい

うプロセスと、そこから生み出す想像 幅に大きな違いが生じている が現状である。 

様々な媒体 普及によって時間・場所を問わず個人 趣味嗜好に合ったも を手に取れるからこそ、

多様な他者と同じも を指さし、語り合う機会が減少している。５月に 100 万回生きたねこ』 佐野洋

子作）を扱った際、ある子ども 振り返りには こうやって 私はこう思う』と考えを話し合える物語

を国語でやりたい」とあった。こ 子どもに記述 意図を問うてみると やっぱり国語って他 人 価

値観とぶつかれる がいいよね」と答えた。 ぶつかる」は議論する過程を指す であろうが、こ 言葉

 本質は 異なる価値観や言語感覚にふれる」ということだと私は解釈している。また、６月に サボ

テン 花』 やなせたかし作）を扱った際、子どもは作者が明かされぬままで物語に出合った。多く 子

どもが５年生 伝記 学習を想起し、作者がやなせたかしであると推察していた。そ 中である子ども

は「 いや…どうだろう。似た価値観 人とかたくさんいそうだからなあ」と可能性を広く探ろうとして

いた。そ 後、作者がやなせたかしであることが明かされると みんなすごいな、作者ってそんなに意

識していつも読んでるんだな」とつぶいていた。こ 子どもには愛読している同一作者 シリーズがあ

る。 作者』という視点をもっているであろうがあくまで無自覚的であり、語り合うことで他者が「 言葉」



 背景をど ように想像している かを知ることができた だろう。個人 範疇を越えない読書生活に

おいてそ 想像や味わいは自由である。しかしそ 読書生活すらも、言語感覚を磨く営みとして個人に

還るも であると考えれば、国語科 授業において、他者と語り合いながら違いを見出し、自身  読

書」について再考する営みを経験することは、国語を学ぶ価値と言える ではないかと考えた。 

本単元では共通教材として くまとやまねこ』 湯本香樹実・作/酒井駒子・絵）を扱う。本作品を読

むことで、人と つながりや、生きていくことへ 希望についてなど、物語が読者に問い掛けてくる。

また、亡くした親友を忘れられないくま 悲しさや、前を向いて生きていきたいという葛藤など、子ど

もにとって共感しやすい要素もあれば、理解し難いほど くま 過去に対する執着もあり、子ども 思

考を誘う箇所が多く存在する。また、くまが未来へ歩みを進めるきっかけとなるやまねこ 存在 背景

にあるも  情報 少なさも、物語に対して思いをもつ点であろう。思いをいだいたり、思考したりし

た子どもは他者と語り合いたいという意欲をもつ。そうしていだいた思いを自由に語り合い、それぞれ

 アプローチで物語を読み深めていく。作者観を基に物語を読み深めようとする子どもは、同一作者 

作品を求めるだろう。また、これまで 国語科 学習を活かし、登場人物 言動や情景を基に物語 中

で心情解釈 プロセスを辿る子どももいるだろう。そうして、そ 子ならでは 追究プロセスを保障し、

読み進めた解釈 感想）を交流することで、アプローチ方法や各自 視点によって同じ作品を見つめて

も、異なる見え方があることを実感し、言葉 奥行きを感じてほしい。そして、自分 読み よさを価

値付けたり、自身 読み 視点や傾向を知ったりすることで、未来 豊かな読書生活へとつなげていく

ことを願っている。それが、よりよい言葉 使い手と成っていく一助になると信じている。 

 

４．本単元における『その子らしく学ぶ』 

 単元冒頭、アンケートを基に学級  読書」に関する実態を共有する。子どもは、そ 頻度や時間、

愛好する作品 違いなど、実に多様であることを感じるだろう。そ 後、これまで 国語科 学びにお

いてど ように物語を読み味わってきたかを問う。「 登場人物】、「 会話や行動】、「 情景描写】など、これ

まで読み 視点としてきたも を多く想起するだろう。単元終末で子ども自身がこれらをど ように使

っているかを認知できることを願い、 くまとやまねこ』を提示する。作品と出合った子どもは思い思い

に感想を口にしていくことで、他者 解釈にふれて想像 域を押し広げたり、相違を捉え再読 意欲を

高めたりしていく。語り合う中で話題に多く挙がるであろう結末部分を くまはどうして前を向いて生

きていけた か」という学級共通 テーマとし、単元末に解釈交流をすることを学級全体で捉え、各自

 追究へと学び 段階を進める。そ 際、単元終末に設定した共通 テーマ 他に、子ども自身が考え

たい問いや場面を書き出しておき、単元中盤以降 それぞれが読み進める段階で、各自が追究していく。 

 単元中盤ではそれぞれ 方法で読み進め、物語を解釈していく。毎時間、子ども自身がそ 時間をど

 ように使う か、何を考える かについて個人で考え、ねらいを設定しカードに記入して机上に表明

する。ここでは、これまで 読書生活や国語科 学びで活用してきた読み方を直観的に選択し、読みを

展開していくことが考えられる。ある子はこれまで 国語科 学びを想起し、物語 中で抱いた疑問を

 場面】ごとに読むことで考えていくだろう。また「 作者】に着目する子どももいるだろう。そ 中に

は、作者自身について調べることで作者 思いを知ろうとする子どももいれば、同一作者 作品を読ん

で共通点を見出そうとする子どももいる。前者 子どもは、絵本 作者紹介 ページや情報端末に手を

伸ばし、後者 子どもは他作品を求める。どちら 子ども 学びも保障できるよう教師が事前に用意し、

必要感に応じて提示していく。こうして個人 読みを展開していくと、子どもは自身 読み 整合性を

確かめようと他者に働きかけたくなるだろう。自身と類似した価値観をもつ相手を選ぶ場合もあれば、

親しい関係 相手を選ぶ子どももいる。中には 同じ方法で学び進めている人と話したい」という考え

に及ぶ子どももいるだろう。設定したねらいを机上に表明するカードを読み 傾向で色分けすることで、

子どもが相手を選ぶ際 一助となるようにしたい。周囲と自分を見比べることで相対的に自身 読みを

自覚していくことにつながってほしい。異なる視点で複合的に読むことや誰かと語り合うことで読み 

深まりを感じた際には、協働的に学び進めようとする子どもも出てくるだろう。共通 論点を設定し、



そこに向かう個人 ねらいを意識できるようにした上で教室内を開放的に使用する。そうすることで、

個人で追究する子どもも、他者と共に読み進めていく子どもも共生して学べる空間を創っていく。 

 単元終盤、全体で個人 読みを交流する場を設定する。 くまとやまねこ』 叙述を基に読み深めてき

た子どもは解釈した中心人物 くま 心情を語る。対人物であるやまねこ 行動を基にくま 心情が変

化していることから 支えとなる他者 存在」や 似た経験をもつ者同士 仲間意識」といったも を

解釈するだろう。作者観で解釈してきた子どもは、湯本さん 作品 共通点にある 生きるとはどうい

うことか」といった投げかけをそ 子 価値観と結びつけながら解釈するだろう。 生きる上で、別れや

悲しい思いも必ずあるんだよ。でも、しあわせなことも必ずある。それにくまが気付けた」や 出会い

と別れは繰り返されるも 」といった解釈が予想される。ど 視点で読み進めてきたかと合わせて解釈

を語り合うことで、物語 見え方や想像 域 範囲に違いがあることを捉えていく。そこで こ 語り

合いを受けて自分は次 時間でどう読むか」を問う。 他 作品を読むと共通点が見えて くまとやまね

こ』にも同じ見え方ができると気付けるんだと分かった。次は他 作品を読んでみたい」 もっと くま

とやまねこ』 中に考えたい部分がある。次も続けて疑問を解いていきたい」など、多様な見方にふれ

た上で自身 読み方を考える中で、子ども自身が読み 傾向を捉えたり、多様な解釈ができる 言葉』

 おもしろさに気付いたりしてほしい。また、教師から新たな視点として テーマ読書」を紹介する。

 くまとやまねこ』 ように、物語 主題を感じられる作品を教師が選出し、紹介する。選出 意図を

説明することで、子どもがそ ような読書があることを知ったり、自身でもテーマ読書 本を探してみ

ようとしたりする契機としたい。そうして再度物語について追究し、最後には個人が捉えた作品 魅力

を文章にして紹介するとともに、自身 読み方について振り返る場を設定する。 

 個人 読み 視点を意識しながら読み深めることで、日常的に自分がど ように言葉をみようとして

る かを６年生段階ながらに感じてほしい。「 言葉」という切り口で自分を捉えることが、自分自身 よ

さに気付いたり、多様な見方や考え方が周囲に点在していると知ったりすることにつながると考えてい

る。また、本単元  読書活動」を通じて 言葉」 背景には実に広大な世界があることにおもしろさ

を感じてほしいと願っている。子どもがそこにおもしろさを見出し、日常でよりよい言葉を選ぼうとし

たり、捉えを広く模索しようとしたりする姿が実現されれば、言葉を磨き、自分らしさを磨いていくと

いう国語科 存在意義 証明となるだろう。 

 

５．単元構想 全６時間扱い／本時は第④時） 

＜教師 投げかけ＞  子ども 表れ  最終時における子ども 表れ   「○教師 働きかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 成瀬あかり』シリーズおもしろいよね！誰が読んでるんだろう？ 
・週末は家 人と一緒に本を読む時間を 10 分だけつくっているよ 
・国語で物語を読むくらいかも。家ではなあ… 
・ネット小説おもしろいよ！読みだすと１時間くらい没頭しちゃう！ 

○「 読書」と 学習」 つなが
り 意識が薄い子どもも一
定数いると推察される。読書
生活 実態を紹介し、自分た
ちはど ように物語と生活
 中でつながっている か
を意識できるようにする。 

〇教師が作者 湯本さんと連
絡を取っていること、湯本さ
んと双方向 やりとりも可
能であることを伝え、読書に
対する意欲を高める。 

〇授業で物語に出合うことで
内容読解に意識が強く働く
子どもも多い。味わう意識を
大切にできるよう、自由に感
想を交流する時間を設け、
 語り合い 共通テーマ」と
して単元 方向性をつくる。 

〇次時以降 個人追究に見通
しをもてるよう、各個人 追
究したい問いを書く時間を
設けたり、ど ように考えて
いくかを問うたりしていく。 

 
・色や景色 情景描写で心情を考えてきたね。 
・登場人物には中心人物と対人物、周辺人物とか役割みたいな があるよね 
・語り手も読むとき 貴重な手がかりだったよ 
・作者 考え方も物語に影響してたよね。やなせさんとか、宮沢賢治とか 
・ 帰り道』が心に残っているよ。なんか、叙述っていうより、 なんか分かる！」
って感じ！ 

①   ＜みんなはどんな読書生活を送っている かな＞ 

＜国語 物語 授業ではどんなことをやってきたかな＞ 

・やまねこ タンバリンはやまねこにとってどんなも だったんだろう 
・やまねこがくまを誘った はくま 中にある悲しさに気付いていたから？ 
・くまが最後は前に進んでいる感じがあってよかった。ハッピーエンドだね 
・普通、死体を持って歩くかな…。それほど 思いがあっても、やまねこと話
しただけで前向きになれるかなあ 

・こんなくまを描いた湯本香樹実さんってどんな人なんだろう 
・絵も素敵な話だね。ところどころピンクになっている部分はなんなんだろう 

＜今日は くまとやまねこ』を読んでみよう＞ 

くまが前を向いて生きていけるようになった はどうして？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ど ような視点で自己追究
していくかを明確化したり、
友達 学び 様子が可視化
したりできるよう、毎時間個
人で設定しためあてを色別
 カードに書き、机上に提示
するようにしておく。 

〇個人追究 中で同じ視点で
語り合いながら読みたい子
どもや、調べ学習をしたい子
どもなど、自分 読みに向き
合えるよう教室内 形態を
流動的にしていく。 

〇作者観をもつ子どもが必要
感に即して活動できるよう、
複数 書籍を用意しておい
たり、インタビュー記事を情
報端末で共有したりする。 

〇読み込み速度 個人差を想
定し、単元前に学級図書とし
て本を置き、事前に他作品に
ふれられる環境を設定する。 

〇物語に対する見え方 違い
を生み出す一因に、視点 違
いがあることを意識できる
よう、教師は どこからそう
思った ？」や どうやって
追究してきた かな？」と、
子ども 解釈 根幹につい
て問い返していく。 

〇個人追究 段階で、複合的な
視点で読み進めたい子ども
が出てくることが予想され
る。子どもが意欲をもって向
かえるよう、意図を問うた
り、価値付けたりしていく。 

○ 目的をもって読む」という
読書もあることを子どもが
知ることができるよう、教師
が テーマ読書」を紹介し、
主教材と構造が似ていたり、
物語 テーマに共通点があ
ったりする作品を紹介する。 

〇単元末には語り合いではな
く 作品 魅力」をまとめ作
者に伝えることを提案し、子
どもが見通しをもって、個人
追究 中でも 物語を味わ
う」という意識を働かすこと
ができるようにする。 

〇魅力まとめは語り合い活動
 代わりであること、これま
で共に読み深めてきた学級
 仲間と作者 湯本さんを
対象としていることを共有
し、推薦文ではなく読書活動
に近しい 純粋に読み進めた
魅力」について子ども 思考
が向かえるようにしていく。 

〇子どもが 自分 読書生活」
というも を俯瞰的に見つ
められるよう、 自分 読み
方やこれから 読書につい
てど ように考えたか」と単
元終末で問い、振り返るよう
にする。 

②③   ＜自分で くまとやまねこ』を読み味わっていこう＞ 

⑤「「「「「「「「「＜語り合いを経て、もう一度作品を見つめよう＞ 

⑥「「「「「「「「＜ くまとやまねこ』 作品 魅力を紹介しよう＞ 
・生きていく中で訪れる様々な悲しみはあるけれど、自分を理解してくれる人と
 出会いは必ずあるんだということを教えてくれる本です。 良い事ないな」
 苦しいな」と思って生活しているときに読みたいと思います 

・親友を思う優しさ、それとくま  今」 あり ままを受け入れてくれるやま
ねこ 優しさ、そ どちらもいいなと思えました。悲しみに明け暮れていたく
ま 心がだんだん晴れて、前を向けるようになるところがとっても素敵です 

・「   上で』 おじさんと くまとやまねこ』 やまねこって、全然違うキャ
ラ 性格）だけど、なんだか不思議な雰囲気をもっている感じが似てるなって
思った。何より二人は、相手を否定しない感じがあるよね。 くま」も ぼく」
も前に進んだ感じがする はそ 後だよ             (*a/*b) 

・クスノキが少年に伝えたこと 一部が、くまが心 中で感じていることな か
なと思う。 生きているからこそ」みたいな部分がくま 心を前に押してくれ
たんだよ、きっと                      (*a/*b/*c) 

・読み直してみたらうさぎとくまは何気なく会話できる関係なんだね。ことりが
亡くなる前はきっと友達 一人だったんだと思う。だけど、そ とき 状況に
よって言葉 伝わり方が違って嫌な相手に見えてる かなって思った「 (*a) 

・ くまとやまねこ』について 湯本さん インタビューがあったよ。やまねこ
が独立した存在 象徴で、誰しも 中にやまねこ ような部分があると言って
いる。湯本さんも そうありたい」と思って描いている かな？作者さん 思
いを直接調べて読書する もおもしろいな「             (*b) 

 個人 問い 追究】 
・どうしてあんな
にことりに固執
する かな 

・タンバリンは誰
 物だった か
な。それをくま
に渡した は、
くまに何か感じ
たからだよね 

 場面ごと 心情読み】 
くまはことり よ
うに共感してくれ
る人に出会いたか
った かも。うさ
ぎ 言葉はくまが
欲しいも とは違
う。やまねこと 
出会いは、ことり
と 再来に感じら
れた かも。 

 別作品 読書】 
どれも「 命」、「 出
会い」が取り挙げ
られていると思
う。湯本さんは生
きる上で大切だ
と思う事を書い
ている かも。 

 作者について】 
インタビューで「 川に
落とされた過去」につ
いて話していた。命に
ついて考える経験が
多かったからこそく
ま 悲しみが強く描
かれている かな。 

『くまとやまねこ』の精読(*a) 作者観からアプローチ(*b) 

『くまとやまねこ』の精読 
ことりはただ 仲良しというより理解
し合える相手だった かな。くまは自分
を分かってほしくて箱を見せた かも
しれない。 

作者観からアプローチ 
湯本さん自身 経験から、自然にな か
意識してな か分からないけれど、作品
に 命」や 生きる」ということについ
てが書かれている かも。命 大きさを
知っているから 新たな出会い」が 新
たな命と 出会い」というようにとても
素敵なも として感じられる かも。 

④(本時)「「＜自分で読み進めた くまとやまねこ』を語り合おう＞ 
 
・やまねこが思いを受け止めてくれる
相手だったから。だからことりと 
別れも受け止められた、みたいな 

・きっとくまも前に進みたいという思
いをもっていたんだよ。真っ暗な部
屋に閉じこもっていた に、気持ち
 良い外に出た はまさにそういう
ことじゃない？ 

 
・湯本さんは「 辛いことがあってもきっ
と新しい出会いが救ってくれる」とい
うメッセージを込めていると思うよ 

・湯本さん自身が命 危険を感じる経
験をしていることが大きいと思う。そ
こから前に進めた自分をくまに反映
して、自分 人生をくまで描いた か
な、なんて思ったよ 

＜くまが前を向いて生きていけるようになった はどうして？＞ 

・湯本さんがそんな経験をしているなんて知らなかった。そう考えると、物語後
半 くま 気持ちが明るくなっていく様子に励まされるような感じがするよ 

・大切なことりを埋めるときすでにくまは前に進めていたんだなって思う。やっ
ぱり、自分を分かってくれる出会いっていいよね 

・私はうさぎ ような人も悪い人じゃないって思う。こういう人だって大切なん
じゃないかってすごく考えさせられたんだ。次も続けて追究してみようと思う 

・先生が紹介する テーマ読書(*c)」っていう もやってみようかな。読んだこ
とあるも もあるし、作品を楽しみながら命について考える もおもしろそう 

＜こ 語り合いを経て、次 時間はど ように読んでみる？＞ 

湯本さん ことを調べた人 考えがおも
しろいなと思いました。自分で読んでい
る時は、やまねこ 優しさで前を向けた
と思ったけど、くま 中にも前を向いて
いきたいという強さがあった だと感じ
ることができました。好きなシリーズ 
作者 ことも調べてみたいと思います。 

 〇〇なときに読みたい」という考え
方はあまりありませんでした。これか
ら、自分を元気にしてくれる本を見つ
けたいなと思いました。また、物語に
対して自分にはない感想をもつ人が
いて 感覚 違いってこうやって生ま
れるんだ」って発見でした。 


